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(57)【要約】
【課題】オペレータに特別な操作を強いることなく、異
常の検出および対策を自動で行い、画像の表示を維持す
ることができる内視鏡装置を提供する。
【解決手段】電子スコープは、被写体を撮像して生成し
た映像信号と、映像信号の入力タイミングを示す映像同
期信号とを出力する。画像処理プロセッサは、入力され
た映像信号に対して画像処理を行う複数の画像処理モジ
ュールを有する。画像処理モジュール内の同期異常検出
部110は、入力された映像同期信号の異常を検出する。
同期復元部119は、同期異常検出部110によって異常が検
出された映像同期信号の代わりとなる映像同期信号を出
力する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して生成した映像信号と、前記映像信号の入力タイミングを示す映像同期
信号とを出力する電子スコープと、
　入力された前記映像信号に対して画像処理を行う複数の画像処理モジュールを有する画
像処理プロセッサとを備え、
　前記画像処理モジュールは、
　入力された前記映像同期信号の異常を検出する検出部と、
　前記検出部によって異常が検出された前記映像同期信号の代わりとなる映像同期信号を
出力する出力部とを備える
　ことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記検出部は、入力された前記映像同期信号の周期の乱れまたは前記映像同期信号の消
失を検出し、
　前記出力部は、
　入力された前記映像同期信号とは別の映像同期信号を生成する生成部と、
　前記検出部の検出結果に基づいて、前記生成部によって生成された前記映像同期信号と
、入力された前記映像同期信号との一方を選択して出力する選択部と
　をさらに備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記画像処理モジュールは、
　入力された前記映像同期信号を複数に分配して出力する分配部をさらに備え、
　前記検出部は、他の前記画像処理モジュールから出力される複数系統の前記映像同期信
号を比較することで異常を検出し、
　前記出力部は、前記検出部の検出結果に基づいて、複数系統の前記映像同期信号の内の
一つを選択して出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記電子スコープは、複数系統の前記映像同期信号を出力し、
　前記電子スコープに接続された前記画像処理モジュールにおいて、前記検出部は、入力
された複数系統の前記映像同期信号を比較することで異常を検出し、
　前記生成部は、前記検出部の検出結果に基づいて、複数系統の前記映像同期信号の内の
一つを選択して出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固体撮像素子を用いた内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ファイバを用いた内視鏡と異なり、固体撮像素子を用いた電子内視鏡は、電子回路が
故障すると被検体の画像情報を得ることができなくなる。昨今、外科手術にも電子内視鏡
が用いられるようになっているが、手術中は常に患部の観察が可能であることが望ましい
。故障が発生したときでも患部の観察を可能とする方法として、特許文献１に記載の内視
鏡装置が提案されている。
【０００３】
　図5は従来例の内視鏡装置の構成を示している。図5に示す内視鏡装置はビデオ信号作成
回路1、ビデオ信号処理部2、画像表示部20から構成されている。ビデオ信号処理部2は、
補正回路5、切り替えスイッチ6、メモリ回路7、オーバーレイメモリ8、コントローラ9、V
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TR10、A/D変換器11、D/A変換器12、キーボード14、加算器18から構成されている。画像表
示部20は、テレビモニタ3、手動操作スイッチ4から構成されている。
【０００４】
　以下、この従来例の動作を説明する。通常時は、切り替えスイッチ6は補正回路5側に、
手動操作スイッチ4はD/A変換器12側に切り替えられており、ビデオ信号作成回路1が生成
したテレビ信号が、ビデオ信号処理部2を経由してテレビモニタ3に送られて画像が表示さ
れる。ここで、ビデオ信号処理部2内のどこかで故障が発生した場合、テレビモニタ3上の
表示画像は乱れるか、表示されなくなる。その際に、オペレータが手動操作スイッチ4を
ビデオ信号作成回路1側に切り替えてその出力を直接テレビモニタ3に送ることで、被検体
の画像をテレビモニタ3に表示することができる。もちろん、緊急時のテレビ信号に対し
ては、画像の補正処理等が行われていないため、画像の表示位置等が正しくない場合があ
るが、少なくとも観察対象部位に対する内視鏡スコープの位置は確認することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開昭６２－１７２３１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来技術では、緊急時の画像切り替えを手動で行っている。しかし、オペレータは、内
視鏡を使用する際、問題なく画像が表示されることを前提として操作しているはずであり
、画像が消失する可能性を念頭において操作しているとは思えない。よって、緊急時に操
作方法がわからなかったり、誤った操作をしたりする可能性がある。あるいは緊急時の対
策が用意してあることすら知らない可能性もある。
【０００７】
　本発明は、上述した課題に鑑みてなされたものであって、オペレータに特別な操作を強
いることなく、異常の検出および対策を自動で行い、画像の表示を維持することができる
内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、被写体を撮像して生成した映
像信号と、前記映像信号の入力タイミングを示す映像同期信号とを出力する電子スコープ
と、入力された前記映像信号に対して画像処理を行う複数の画像処理モジュールを有する
画像処理プロセッサとを備え、前記画像処理モジュールは、入力された前記映像同期信号
の異常を検出する検出部と、前記検出部によって異常が検出された前記映像同期信号の代
わりとなる映像同期信号を出力する出力部とを備えることを特徴とする内視鏡装置である
。
【０００９】
　また、本発明の内視鏡装置において、前記検出部は、入力された前記映像同期信号の周
期の乱れまたは前記映像同期信号の消失を検出し、前記出力部は、入力された前記映像同
期信号とは別の映像同期信号を生成する生成部と、前記検出部の検出結果に基づいて、前
記生成部によって生成された前記映像同期信号と、入力された前記映像同期信号との一方
を選択して出力する選択部とをさらに備えることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の内視鏡装置において、前記画像処理モジュールは、入力された前記映像
同期信号を複数に分配して出力する分配部をさらに備え、前記検出部は、他の前記画像処
理モジュールから出力される複数系統の前記映像同期信号を比較することで異常を検出し
、前記出力部は、前記検出部の検出結果に基づいて、複数系統の前記映像同期信号の内の
一つを選択して出力することを特徴とする。
【００１１】
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　また、本発明の内視鏡装置において、前記電子スコープは、複数系統の前記映像同期信
号を出力し、前記電子スコープに接続された前記画像処理モジュールにおいて、前記検出
部は、入力された複数系統の前記映像同期信号を比較することで異常を検出し、前記生成
部は、前記検出部の検出結果に基づいて、複数系統の前記映像同期信号の内の一つを選択
して出力することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、映像同期信号に着目して異常を検出し、異常が検出された映像同期信
号の代わりとなる映像同期信号を出力することによって、オペレータに特別な操作を強い
ることなく、異常の検出および対策を自動で行い、画像の表示を維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第一の実施形態による内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第一の実施形態による内視鏡装置が備える画像処理モジュールの構成を
示すブロック図である。
【図３】本発明の第一の実施形態の変形例を説明するためのタイミングチャートである。
【図４】本発明の第二の実施形態による内視鏡装置が備える画像処理モジュールの構成を
示すブロック図である。
【図５】従来の内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照し、本発明の実施形態を説明する。
【００１５】
　（第一の実施形態）
　まず、本発明の第一の実施形態を説明する。図1は、本実施形態による内視鏡装置の構
成を示している。図1に示す内視鏡装置は、固体撮像素子を用いて被検体の画像情報を取
得する電子スコープ101（電子内視鏡）、画像を表示するテレビモニタ103、電子スコープ
からの映像信号を、テレビモニタ103に表示可能な信号に加工する画像処理プロセッサ102
からなる。さらに、画像処理プロセッサ102は、入力された映像信号に対して画像処理を
行う複数の画像処理モジュール（104～107）、全体の動作を制御するCPU114により構成さ
れている。
【００１６】
　電子スコープ101は、被験者の体内に挿入される。この電子スコープ101は、被検者の体
内を撮像して生成した映像信号と、その映像信号の入力タイミングを示す同期信号（水平
同期信号および垂直同期信号）とを出力する。これらの信号は、電子スコープ101に接続
された画像処理プロセッサ102に入力される。
【００１７】
　図2は、画像処理プロセッサ102内の画像処理モジュール（104～107）の構成を示してい
る。各画像処理モジュール（104～107）は、入力された同期信号の異常を検出する同期異
常検出部110、同期信号に異常が発生した際に、同期信号を正常な同期信号に復元する同
期復元部119、画像信号に対して所定の画像処理を施す映像信号処理部113から構成されて
いる。さらに、同期復元部119は、異常が発生した同期信号の代わりとなる同期信号を独
自に生成する同期信号生成部111、同期信号生成部111が生成した同期信号116と元の入力
同期信号117のいずれか一方を選択する同期選択部112から構成されている。
【００１８】
　次に、本実施形態の動作について説明する。同期異常検出部110は、入力同期信号117を
監視し、異常があるか否かを判定する。ここでの「異常」には、例えば同期信号の消失や
同期信号の周期の乱れ等がある。同期信号は、テレビモニタの入力仕様に合わせなければ
ならないが、逆にいえば自明の信号である。よって、不確定要素は一切ないため、例えば
カウンタ等を用いて同期信号の周期を測定するだけで、容易に同期の異常を検出すること
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ができる。
【００１９】
　より具体的には、同期信号の状態がLowレベルからHighレベルに変化するタイミングま
たはHighレベルからLowレベルに変化するタイミングを検出して、同期信号の周期を複数
回測定し、測定した各周期を比較することで周期の乱れを検出することができる。また、
周期の測定中に同期信号が消失すると、同期信号の状態変化が見られなくなることから、
周期の測定を終了するトリガが入力されなくなり、カウンタによってカウントした周期の
値が異常な値となる。これによって、同期信号の消失を検出することができる。
【００２０】
　同期異常検出部110は、異常を検出すると、異常通知信号115を出力する。この異常通知
信号115はCPU114および同期選択部112に入力される。CPU114は、異常通知信号115を受け
ると、図示しない操作パネル等のユーザーインタフェース部に、異常の発生を通知するス
テータスを表示する、等の措置によりオペレータに注意を促す。
【００２１】
　同期信号生成部111は、システムで定められた規格に従って同期信号を独自に生成する
。基本的に同期信号は周期信号であるため、自走式のカウンタ等を利用することで同期信
号を生成することができる。同期信号生成部111が出力する同期信号116は、入力同期信号
117と同等な信号である。ここでの「同等」とは、信号の周期は同じだが、位相が合って
いないというような状態を指す。
【００２２】
　同期選択部112は、異常通知信号115に従い、通常時は入力同期信号117を選択し、異常
発生時は同期信号生成部111が生成した同期信号116を選択し、同期信号118として映像信
号処理部113に出力する。映像信号処理部113は、同期信号118を基準に、入力された画像
信号に対して所定の画像処理を施す。
【００２３】
　画像データは多ビットの信号であり、その内の一部のビットが欠損しても、観察対象の
概要（輪郭等）をうかがい知ることは可能である。また、複数の信号線に同時に故障が発
生する可能性は低いと考えられるため、画像の内容を判別できなくなるほどの故障が画像
信号に発生する可能性も低いと考えられる。一方、同期信号が欠損すると、テレビモニタ
は同期が取れずに画面描画を行うことができなくなる。よって、故障発生時には第一に優
先して同期信号を守るべきである。
【００２４】
　本実施形態によれば、何らかの原因で同期信号が消滅した、あるいは周期に乱れが発生
した場合でも、画像処理モジュール内で同期信号の復元を行うため、画像の表示を維持す
ることができる。また、異常の検出および対策が自動で行われるため、オペレータに特別
な操作を強いることがない。よって、オペレータは患部の処置に集中できる。
【００２５】
　また、従来技術では、異常が発生した場合に手動操作によって信号の伝送経路が切り替
えられているが、手動操作をするということは、オペレータが触れて操作するために装置
筐体上に部品がついているということである。一回も発生しないかもしれない機能のため
に専用の部品を用意することは、製品コストを考える上で不利である。本実施形態では、
このような手動操作のための部品を設けていないので、製品コストの増大を抑えることが
できる。
【００２６】
　さらに、従来技術では、異常が発生して信号の伝送経路が切り替えられると、画像処理
を行っていないテレビ信号がテレビモニタに出力される。画像処理部のすべてに問題が発
生した場合はそのような対応でもやむを得ないが、省略する処理が少なければ少ないほど
、画質に与える悪影響を少なくすることができる。本実施形態では、基本的には画像処理
を省略することはないため、必要な処理を省略したことによる画像の劣化もおこらない。
【００２７】
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　なお、本実施形態は種々の変形が可能である。本実施形態では、同期信号生成部111は
入力同期信号117とは無関係に同期信号116を生成しているが、図3のように同期異常検出
部110からの異常通知信号115を起点に同期信号を生成してもよい。図3では、異常通知信
号115がアサートされたタイミング（図3中のパルス120のタイミング）で、行カウンタ、
画素カウンタがクリアされ（図3中の符号121、122のタイミング）、それを起点に垂直同
期信号と水平同期信号が生成される（図3中のパルス123、124）。なお、図3中の同期信号
は一例であり、この限りではない。同期異常検出部110による異常通知信号115の出力のタ
イミングを、入力同期信号117の位相を基準にするように構成すれば、生成された同期信
号116の位相も入力同期信号117の位相に近くなるため、生成された同期信号116を使用し
ても画像の表示位置が大きくずれるようなことがない。
【００２８】
　（第二の実施形態）
　次に、本発明の第二の実施形態を説明する。本実施形態において、第一の実施形態と同
一の機能を有する構成に関しては、同一の符号を付与するとともに、説明を省略する。本
実施形態による内視鏡装置の構成は、第一の実施形態と同様の構成（図1）である。図4は
、本実施形態における画像処理モジュールの構成を示している。
【００２９】
　図4に示す画像処理モジュールにおいて、初段の画像処理モジュール200は図2の画像処
理モジュール104に対応し、2段目の画像処理モジュール201は図2の画像処理モジュール10
5に対応する。図2の画像処理モジュール106、107の構成も図4の画像処理モジュール105の
構成と同様である。画像処理モジュール201は、映像信号処理部113、同期異常検出部206
、同期信号分配部212、同期復元部214から構成されている。
【００３０】
　画像処理モジュール201へ入力される同期信号は、前段の画像処理モジュール200により
分配され、3系統の同期信号203、204、205として入力される。同期異常検出部206は、こ
れらの同期信号を比較することで、同期信号に異常があるか否かを判定し、判定結果信号
213を同期復元部214に出力する。同期復元部214は、判定結果信号213に基づき、同期信号
203、204、205の内の一つを選択し、映像信号処理部113に出力する。
【００３１】
　ここで、同期異常検出部206の動作について説明する。同期異常検出部206は、画像処理
モジュール間で同期信号を伝送する信号線の断線や、この信号線と画像処理モジュールと
を接続する接点の腐食を原因とする異常のように、画像処理モジュール間で同期信号が伝
送される間に発生する異常を検出する。本実施形態では、画像処理モジュール内で発生す
る異常については考慮していない。
【００３２】
　入力された3系統の信号が一致した場合、同期異常検出部206は「異常なし」と判定し、
任意の1系統の信号を選択する。当然、この場合はどの信号を選択しても結果は同じであ
る。3系統の信号の内、2系統の信号が一致し、残りの1系統の信号が他の2系統の信号と一
致しない場合、同期異常検出部206は、多数決により、一致しない信号を省いた残りの2系
統の内の任意の1系統の信号を選択する。また、3系統のすべての信号が他のいずれの信号
とも一致しない場合、同期異常検出部206は任意の1系統の信号を選択する。信号が一致し
ているか否かの判定は、信号の状態（High、Lowの論理状態）が一致しているか否かを判
定することにより行われる。同期異常検出部206は、信号の選択結果を判定結果信号213と
して同期復元部214に出力する。
【００３３】
　さらに、同期異常検出部206は、CPU114に対して異常発生通知信号213を出力し、異常発
生通知信号213により異常を検知したCPU114は、第一の実施形態と同様に、異常の発生を
オペレータに通知して注意を促す。同期復元部214は、判定結果信号213が示す同期信号を
選択し、同期信号207として映像信号処理部113に出力する。
【００３４】
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　映像信号処理部113は、同期信号207を基準に映像信号を処理する。同期信号分配部212
は、映像信号処理部113が出力した同期信号208を、同期信号209、210、211に分割して出
力する。分割方法は、単に配線を分割してもよいし、レジスタを通して分割してもよい。
【００３５】
　なお、図4中の初段の画像処理モジュール200の構成は、画像処理モジュール201の構成
と同様であるが、画像処理モジュール200へ入力される同期信号202は、モジュールの外部
で物理的に3系統に分配されてから入力される。
【００３６】
　本実施形態では、すべてもとの同期信号を使用しているため、映像信号との位相が保障
される。よって、異常発生時でも画像の表示位置がずれることがなく、正しい描画位置に
画像が表示される。
【００３７】
　尚、特に図示はしないが、本実施形態の変形例として、画像処理モジュール200を電子
スコープ101側に持たせ、同期信号を複数の独立した信号として画像処理プロセッサ102へ
伝送する構成も実現できる。電子スコープと画像処理プロセッサは、脱着可能な構造にな
っており、単一の画像処理プロセッサに複数種類の電子スコープを接続することができる
。その反面、継続的な脱着動作は、機械的な故障の原因になる可能性が高い。この場合、
電子スコープ101と画像処理プロセッサ102間の信号線は増加するが、電子スコープから複
数系統の同期信号が出力されていれば、すべての信号線が同時に断線しない限り、不具合
の発生を防止できる。
【００３８】
　（第三の実施形態）
　次に、本発明の第三の実施形態を説明する。本実施形態の説明には、第二の実施形態と
同様に図4を使用する。
【００３９】
　第二の実施形態では、同期異常検出部206は3系統の同期信号203、204、205どうしを比
較して異常を検出していたが、本実施形態による同期異常検出部206は、内部に第一の実
施形態と同様なカウンタを有し、そのカウンタを用いて入力同期信号の周期を計測する点
が異なっている。同期異常検出部206は、周期に異常がみられる信号以外の信号を選択し
、同期復元部214に通知する。同期復元部214は、正常な信号の中から任意の一系統を選択
し、映像信号処理部113に出力する。正常な信号が一系統しかない場合は、当然その信号
を選択する。
【００４０】
　第二の実施の形態では、同期信号は最低限3系統必要であるが、本実施形態の場合は2系
統から実現できるため、配線を簡単にできる。
【００４１】
　なお、本実施の形態は種々の変形が可能である。同期異常検出部206が出力する信号は
、異常がある信号を示す信号でもよい。その場合、同期復元部214は、指示された以外の
信号から任意の１系統の信号を選択する。
【００４２】
　以上、図面を参照して本発明の実施形態について詳述してきたが、具体的な構成は上記
の実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含ま
れる。
【符号の説明】
【００４３】
　101・・・電子スコープ、102・・・画像処理プロセッサ、103・・・テレビモニタ、104
，105，106，107，200，201・・・画像処理モジュール、110，206・・・同期異常検出部
（検出部）、111・・・同期信号生成部（生成部）、112・・・同期選択部（選択部）、11
3・・・映像信号処理部、114・・・ CPU、119，214・・・同期復元部（出力部）、212・
・・同期信号分配部（分配部）
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